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住
民
投
票
条
例
案
で
は
、

例
え
ば
東
電
機
内
の
原
発
に

つ
い
て
、
■
運
転
、
稼
働
を

認
め
る

，
運
転
、
稼
働
を
認

め
な
い

‐
の
二
者
択

一
で
贅

否
を
間
う
、
つ
も
り
だ
、

た
だ
、
賊
人
の
酬
門
は
議

会
だ

．
署
名
簿
が
選
挙
管
理

委
画
会
の
審
査
を
パ
ス
し
、

条
例
制
定
が
本
講
求
さ
れ
れ

ば
、
首
長
は
二
十
日
以
内
に

議
会
を
召
集
ぃ
条
例
案
ほ
提

出
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
否
決

さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
住
民
投

票
は
目
の
目
壺
は
な

い
．

総
務
省
に
よ
れ
ば
、
〇
七

～
〇
八
年
度

に
条
例
の
制
定

・
改
廃
を
求
め
る
直
接
鵬
求

は
全
国
で
四
十
六
件
あ

っ
た

が
、
轟
会
で
可
決
さ
れ
た
の

は
七
件
だ

っ
た
，
こ
れ
ま
で

大
阪
市
で
三
件
、
都
で
六
件

が
謙
会
に
提
出
さ
れ
た
が
、

い
ず
れ
も
否
決
さ
れ
た
．

今
の
人
振
市
議
会
は
、
原

発
に
批
判
的
な
横
卜
徹
大
阪

府
知
事
率
い
る
大
阪
維
新
の

会
の
大
阪
市
議
団
が
最
大
会

派
だ
が
、
過
半
散
に
は
及
ば

な
い

．
都
議
会
は
、
住
民
投

票
に
後
ろ
向
き
と
見
う
れ
る

石
原
懐
太
郎
知
事
与
党
の
自

民
、
公
明
両
党
と
、
民
主
党

な
ど
知
事
野
党
の
勢
力
が
薔

抗
し
て
い
る
。

原
発
立
地
市
町
村
で
は
、

全
国
で
何
度
も
住
民
投
業
の

動
き
が
あ

っ
た
が
、
ほ
と
ん

ど
が
頓
機
し
た
。

投
票
が
実
現
し
た
の
は
、

議会ハ慮条1例案ほ
=ん

|ど番決
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懸
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彗
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一
十
日
麟
程
度
で
輩
め
ら

要
と
な
る
　
東
京
都
で
約

二

満
∫
自
前
の
六
十
嬌
欄
は
摯

れ
る
と
思
い
ま
す
よ

一　
　
　
十

一
万
四
千

二
百
人
、

大
阪

名
集
め
が
で
き
な

い
、
こ
の
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十分の一以上の霧名が必方向治法の規定では“期予定「葛名人だけでな
く
、
学
生
や
主
婦
う
に
も
就

自
分
た
ち
の
貴
任
で
決
め
る

い
て
も
ら
い
、
街
頭
な
ど
で

べ
き
だ
。
撻
策
の
武
任
も
回

の
署
名
活
動
を
農
開
す
る
ｔ
　

民
か
負
う
こ
と
に
な
る

」

さ
ら
に
、
詩
求
代
表
者
か

　

一
に
が
、
二
〇

一
０
年
に
な

・Ｄ
委
任
を
受
け
て
審
黎
集
め

面
施
行
し
た
国
民
投
一業
法
で

を
代
行
す
る
受
任
者
も
多
数

は
、
対
象
が
蛾
法
改
正
の
性

専
集
す
る
．
受
仕
者
は
件
所

否
に
限
定
さ
れ
て
お
り

、
原

地
の
区
Ｌ
市
町
村
で
し
か
霧

発
な
ど
に
も
ム
げ
る

ベ
キ
一だ

名
を
集
め
る
´
ヌ

がヽ
で
き
な

と
い
う
．　
一
総
薄
挙
で
問
え

い
が
、
受
任
者
本
人
だ
け
で

ば

い

い
と

の
意

見

も

あ

る

も
数
万
人
が
集
ま
る
と
み
て

が
、
首
相
や
政
性
が
交
代
ず

い
る

¨
■
洒
協
同
組
合
な
ど

る
た
び
に
方
針
が
変
わ
る
よ

に
も
広
範
な
協
力
を
呼
び
朴

う

で
は

ど
う

し

よ
う

も

な

け
る
方
針
だ

．　
　
　
　
　
　
い
　
重
要
案
件
は

一
つ
の
テ

〈
′
井
一９
ん
ら
の
市
民
グ
ル

ー

マ
で

同
民

投

票

で

蛉

否

―

プ
は
、

「
駆
発
を
ど
う
す

を
聞
う
こ
と
が
主
権
者
の
意

る
の
か

・ヽ
に
つ
い
て
、
国
民

恐

を

反
映

す

る

こ

と

に

な

機叫牌融
］黎疎け“は“ｔ一］卸

」「中̈
『̈］い」『̈一一̈̈

い「腑』
い」嘘』神】」一は蹴〔

ｔｉ。
沖
腱
し、
呼
び掛
け
て
い
る
わ
け
で
は

隠れは翻
れい̈
卸無に」「は嘲「

議
会
が
聯
手
に
決
め
る
の
で

は
な
く
、
鋼
民
一
人
一
人
が

る
で
は
、
そ
う
し
た
動
き
を

東
京
や
大
阪
め
住
民
投
票
に

向
け
た
の
は
な
ぜ
か

，　

原̈

発
問
題
の
責
任
を
■
地
市
町

桐
に
押
し

つ
け
る
の
で
は
な

く
、
電
力
の
大
消
費
地
の
市

民
が
自
分
た
ち
の
問
期
と
し

て
捉
え
る
べ
き
だ
か
ら
」

し
か
も
、
東
京
都
は
策
京

電
力
の
発
行
済
み
株
式
の
的

２

・
７
ｔ

（
五
億
〕
、
大
阪

市
は
関
西
電
力
の
約
Ｓ

・
０

Ｌ

｛
一
位
一
を
保
■，
す
る
大

株

主

た
．．
今

井

さ

ん

は

言

・っ
　

一
私
た
ち
は
よ
権
者
、

消
費
者
と
し
て
、
原
発
の
設

樹
、
稼
働
に
関
与
す
る
奥
任

と
雌
利
が
あ
る
」

今
丼
さ
ん
は

一
本
来
は

一

定
数
の
署
名
を
集
め
れ
は
、

必
ず
住
民
投
票
を
実
施
す
る

よ
う
に
す

べ
き
た
．．
今
は
矢

陥
の
あ
る
鰤
接
油
求
制
度
で

や
ら
き

る
を
得
な
い

一
¨
請

求
で
き
て
も
東
京
、
大
阪
、

静
同
で
は
条
例
制
定
が
議
会

で
否
決
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
　
作
民
投
票
謙
議
会
の
決

定
権
を
奪
う
れ
の
と
い
う
拒

否
反
応
も
あ
る
か
ら
だ
．

．じ
ゃ
あ
、
議
会

で
決
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
で

は
薔
票
知
事

，
　
野

酬
佳
彦

首
相
に
丸
投
げ
す
る
の
か
．

そ

の
説

明
を

都
議
は

し

な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
今
丼

さ
ん

は
都

民

に
叩
び
掛

け

た

．
原
発
の
問
題
は
都
会
に

住
む
自
分
た
る
の
問
題
な
ん

だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る

機
会
に
な
る

．
誰
が
主
抒
者

で
誰
が
豪
任
者
な
の
か
を
、

と
も
に
明
ら
か
に
し
た
い

」

東
電
の
大
消
費
地
は
崎

都
柵
だ
。
な
の
に
東
京
だ

け
憲
思
表
示
の
話
と
人
ご

と
に
な

０
な
か
れ
，
署
名

は
で
き
な
く
て
も
、
街
頭

普

る
の
手
伝
い
や
室

ふ
の

知
人

へ
の
働
き
掛
け
は
い

く
ら
で
も
Ｏ
Ｋ
だ
。
原
発

維
持

・
推
進
の
巻
き
返
し

は
激
し
い
．
も
ち
ろ
ん
推

進
漱
部
民
の
意
思
を
明
碓

に
示
す
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ

る

¨
と
も
に
住
民
投
票
を

実
現
さ
せ
よ
う
¨̈

（
呂
）

原発の行方は tヽ ったい難が決めるのか ? 福島の itヽのか,そんな中、住民投票条例を制定し、東京や
大撃故以来、国政の停滞を見るにつけ多くの市_~tが 1大阪、静岡の市民自ら朦発の驚番を聞おうという動
懸じているだろう 「原発ノー」の思いはあつても、 |き が始まった,立地市町村以外の電力消貸地では初
_tl政選挙を待たなくては意愚形成に関わる機会はな :の試みだ その意義とは   1′」、製智宏、作経圭 ,

市民団体事務局長・今井氏に聞く

立地自治体でも実現わずか

東
北
電
力
の
原
発
計
画
の
情

町
，

の
三
件
に
す
ぎ
な
い
．

否
を
問
う
た

一
九
九
六
年
八

　

い
ず
れ
も
原
発
反
対
派
が

月
の
新
漏
県
巻
町

（
現
新
鴻

勝
利
を
収
め
た
が
、
刈
ル
村

市
）
、
東
嘉
電
力
柏
崎
刈
羽

と
巻
向

で
は
、
原
発
推
進
派

原
発
の
ブ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画

の
橘
拗
な
条
例
阻
止
瀬
動
と

導
入
を
め
ぐ
る
〇

一
年
■
月

戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

（́

の
同
県
刈
羽
村
、
中
部
電
力

た
．

の
原
発
誘
致
を
日
指
す
賛
成

　

刈
羽
村
で
は
、
直
接
請
求

派
が
仕
掛
け
た
同
年
十

一
月

に
よ
る
住
民
投
票
条
例
案
が

の
三
軍
県
海
山
町

（
現
紀
北

■̈
議
会
で
否
決
　
そ
の
後
の

“マ
‘
つ
な
一短
原
発
Ｓ
一カ
人
趣
Ｔ”
　
で
、
脱
原
発
を
訴
弁
一

デ
モ
行
難
す
る
人
た
ち
　
先
月
詢
日
、
■
■
都
釉
襦
卜
で

村

誠
選
で
条
例
制
定
派
が
増

推
進

派

町

長

の
リ

コ
ー

ル

え
る
と
、
ム
′
度
は
議
員
提
案

　
（
解
騨
請
求
〉
署
名
を
提
出

の
条
例
案
が
可
決
さ
れ
た
、　

す
る
と
、
町
長
は

こ
れ

に
対

と
こ
ろ
が
原
発
援
進
派
の

抗
す
る
形
で
辞
職
¨
町
長
選

村

長

が

，

議

に
付

し

た
た

を
勝
ち
抜
い
た
後
例
制
定
派

め
、
成
立
に
必
要
な
三
分
の

町
長
の
■
で
住
民
投
票
が
行

二
の
賛
成
を
得
ら
れ
ず
廃
案

わ
れ
た
．

に

，
す
る
と
住
民
グ
ル
ー
プ

　

同

じ

直

接

請

求
制

度

で

が
再
贅
百
接
話
求
し
た

．
こ

も
、
首
母
や
級
員
の
解
職
、

の
条
例
案
は
可
決
さ
れ
、
村

議
会
の
解
散
で
は
、
議
会
が

長
も
住
民
投
票
を
や
ら
ざ
る

拒
否
権
を
発
動
す
る
こ
と
は

を
得
な
く
な

っ
た
、　

　
　
　

で
き
な
い

．
こ
れ
ら
に
必
要

巻
町
で
は

、
議
員
提
案
の

な
需
名
は
有
権
者
の
三
分
の

住
民
投
票
条
例
案
が
可
決
さ
　
一
と

ハ
ー
ド
ル
は
高
い
．

れ
る
と
、
原
発
推
進
派
が
投

　

と
は
い
え
、
条
例
制
定

・

票
先
送
り
の
条
例
改
正
で
対

改
腱
の
直
接
請
求
で
も
、
有

抗
し
た
。
原
発
反
対
派
が
、
　

権
者
の
半
数
の
留
名
が
椰
ま


